
古平町の魅力ポイント ■面積 188.4km2 ■人口 約2,700人 ■指定地域:半島・豪雪

北海道 古平町（１／２）
隊員情報：山越 愛梨（大臣官房文書課）、山森 麗奈（道路局総務課）02/13

 魅力あふれる“海の幸“ ！
古くから鰊漁やタラコを中心とした水産加工業などで栄えた“海のまち”で
あり、積丹地域最大の水産物流通拠点である古平漁港を有する。
 道内屈指の“釣り場“ ！
1年を通してほっけ、かれい、時期によってさくらます、ひらめ、するめいかを
釣ることができる。
 大漁と海の安全を祈願！“天狗の火渡り“
朱色装束と天狗の面をした猿田彦が町内を周り、火の粉を蹴散らしなが
ら炎の中を渡る伝統行事。
 源泉掛け流しの天然温泉！“ふるびら温泉しおかぜ“
積丹ブルーの日本海を望むロケーションにあり、源泉掛け流しの天然温泉。
濃厚な褐色湯は地元の方々に愛されている。



応援隊の活動報告

古平町の課題 ■政策分野：観光振興

北海道 古平町（２／２）
隊員情報：02/13

これまでの活動
 ２、３ヶ月に１回程度 、 担当者と隊員でオンラインの打合せを実施
 資源を有効に使うために隣の余市町との連携を検討

隊員情報：山越 愛梨（大臣官房文書課）、山森 麗奈（道路局総務課）

今後の方針
 引き続き、２、３ヶ月に１回程度の打合せを行い、現状の整理や事例の紹介を行う。
 ヒアリングを丁寧に行い、問題の深掘りと地方応援隊としての関わり方を検討するとともに、
現地視察を行う。

年間１００万人以上の観光客が訪れる道内有数の観光地の「積丹町」や「余市町」に挟まれた立地な
がら、古平町を訪れる観光客はその１割にも満たない年間１０万人弱であり、素通りされる町となってい
る・・・ → 観光面での課題
 海業振興
市場見学や漁業体験等、宿泊を伴うツアーの実施に向けて、事例等を探し構想を具体化
 キャンプ場
キャンプ場施設の今後の運営について、事例等を探し活用方法を提案
 道の駅
古平町に寄り、知ってもらうきっかけとなる道の駅を目指して事例等を探し、建物内部のコンテンツの検討
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